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本
多
辰
次
郎
『
北
支
満
鮮
旅
行
記
』

高

橋

勝

浩

は
じ
め
に

　

日
本
外
交
史
の
分
野
で
は
こ
れ
ま
で
満
州
事
変
後
の
日
中
、
日
満

関
係
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け

近
年
、
飛
躍
的
に
進
展
し
た
の
は
、
満
州
国
自
体
に
内
在
す
る
諸
問

題
（
（
（

や
ア
ジ
ア
広
域
史
（
（
（

に
視
点
を
置
い
た
分
析
で
あ
る
。
し
か
し
満
州

事
変
直
後
の
満
州
国
や
中
国
の
実
態
、
さ
ら
に
は
日
満
中
三
国
の
関

係
に
対
し
て
、
当
時
の
日
本
の
知
識
人
が
如
何
な
る
見
解
を
持
っ
て

い
た
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
と

は
い
え
な
い
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
本
多
辰
次
郎
（
一
八
六
八
～
一
九
三
八
）

と
い
う
明
治
時
代
後
半
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
歴
史
学
者
が
、
昭
和
八

年
（
一
九
三
三
）
九
月
か
ら
十
月
の
約
一
ヶ
月
間
、
中
国
・
満
州
国
・

朝
鮮
を
旅
行
し
た
時
の
日
記
、『
北
支
満
鮮
旅
行
記
』
で
あ
る
。

　

本
多
は
尾
張
国
（
愛
知
県
）
に
生
ま
れ
、
後
に
実
家
の
七
里
家
か

ら
本
多
正
開
の
養
子
と
な
る
。
彼
は
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
史
科
を
卒
業
、
同
大
学
院
に
進
ん
だ
。

明
治
三
十
六
年
山
形
県
立
山
形
中
学
校
教
諭
心
得
、
同
校
長
を
務
め
、

同
四
十
一
年
宮
内
省
図
書
寮
に
転
じ
、
そ
の
後
同
図
書
課
長
、
同
編

修
課
長
を
歴
任
し
た
。
つ
い
で
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
六
月
か

ら
昭
和
八
年
七
月
ま
で
臨
時
帝
室
編
修
局
御
用
掛
と
し
て
『
明
治
天

皇
紀
』
の
編
修
に
従
事
、
編
修
官
長
三
上
参
次
か
ら
厚
く
信
頼
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
（
（

。
大
正
十
三
年
文
学
博
士
。
著
書
に
『
勤
王
論

之
発
達
』（
日
本
学
術
普
及
会
、
大
正
五
年
）
等
（
（
（

が
あ
る
。

　
『
明
治
天
皇
紀
』
の
編
修
事
業
が
終
了
し
た
昭
和
八
年
七
月
末
を

以
て
臨
時
帝
室
編
修
局
御
用
掛
を
免
ぜ
ら
れ
た
本
多
は
、
同
年
九
月

史
料
紹
介
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か
ら
十
月
に
か
け
て
、
華
北
・
満
州
国
・
朝
鮮
を
旅
行
し
た
。
主
な

旅
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

9
月
24
日　
　
　
　
　
　

東
京
発

　
　

29
日
～
10
月
5
日　

華
北
（
塘
沽
・
天
津
・
北
平
）

10
月
6
日
～
14
日　
　
　

�

満
州
国
（
大
連
・
旅
順
・
撫
順
・
奉
天
・

新
京
・
吉
林
）

　
　

15
日
～
25
日　
　
　

朝
鮮
（
平
壌
・
京
城
・
金
剛
・
慶
州
）

　
　

28
日　
　
　
　
　
　

帰
京

　

こ
の
時
の
日
記
が
『
北
支
満
鮮
旅
行
記
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ

の
旅
行
記
は
昭
和
十
一
年
、
東
京
の
日
満
仏
教
協
会
本
部
か
ら
、
協

会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
第
二
輯
（
九
二
頁
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
（
（
（

。

　

当
時
、
こ
の
地
方
へ
の
旅
行
は
必
ず
し
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
個
人
の
旅
行
記
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
は
満
州
事

変
の
余
燼
未
だ
冷
め
や
ら
ぬ
中
国
華
北
地
方
、
成
立
か
ら
一
年
半
を

迎
え
た
満
州
国
、
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
の
状
況
、
さ
ら
に
は
当
時
の

日
満
中
関
係
や
在
留
邦
人
の
生
活
等
を
学
術
的
分
析
も
織
り
交
ぜ
つ

つ
、
か
な
り
率
直
に
描
写
し
て
い
て
興
味
深
く
、
公
式
文
書
に
は
見

え
な
い
当
時
の
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
稀
有
な
史
料
と
い
え

よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
旅
行
記
の
草
稿
本
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所

蔵
の
『
本
多
辰
次
郎
文
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
草
稿
本
は
一
冊

で
、
本
多
用
箋
一
四
五
枚
に
ペ
ン
書
き
さ
れ
、
厚
紙
の
表
紙
を
付
し

て
紙
縒
で
仮
綴
し
た
も
の
で
あ
る
。
外
題
は
な
い
が
、
本
文
冒
頭
に

は
「
北
支
満
洲
朝
鮮
旅
行
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
記
載
期
間
は
昭

和
八
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
十
月
十
四
日
ま
で
で
、
そ
れ
以
後
の
記

事
は
な
く
、
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
九
月
二
十
七
日
か

ら
十
月
四
日
、
十
日
か
ら
十
二
日
の
部
分
等
に
つ
い
て
は
別
稿
も
一

緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
記
草
稿
と
の
関
係
は
判
然
と
し
な
い
（
（
（

。

　

草
稿
本
と
出
版
本
を
比
較
す
る
と
、
後
者
で
は
読
者
の
目
や
、
三

年
と
い
う
時
間
差
か
ら
生
ず
る
状
況
の
変
化
、
あ
る
い
は
社
会
的
な

反
響
等
を
想
定
し
た
文
章
の
改
変
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
草
稿
本
と
比
較
し
つ
つ
、
出
版
本
の
主
要
部
分
を
紹
介
し
て

み
た
い
。
な
お
、
史
料
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
漢
字
は
人
名
を
除
い

て
新
字
体
に
改
め
、
校
訂
注
は
〔　

〕
で
、
校
注
は
（　

）
で
当
該

字
の
右
側
に
、
見
消
は
〻
で
当
該
字
の
左
側
に
そ
れ
ぞ
れ
記
し
、
現

在
不
使
用
の
呼
称
も
原
文
の
ま
ま
用
い
た
。

一　

旅
行
の
経
緯
と
中
国
入
国
ま
で

　

そ
も
そ
も
本
多
に
と
っ
て
、
海
外
の
土
を
踏
む
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
壮
年
時
に
は
欧
米
諸
国
へ
の
強
い
憧
憬
を
抱
い
て
い

た
本
多
で
あ
っ
た
が
、
老
年
に
及
ん
で
自
ら
の
専
攻
分
野
へ
の
裨
益

少
な
い
欧
米
旅
行
よ
り
も
、
文
事
視
察
を
兼
ね
た
中
国
華
南
地
方
の

漫
遊
を
望
む
に
至
っ
た
。
昭
和
八
年
七
月
、
官
職
を
辞
し
た
彼
に
そ

の
機
会
が
や
っ
て
来
た
も
の
の
、
結
局
、
華
南
行
き
は
断
念
せ
ざ
る
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を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
折
柄
、「
日
支
の
国
際
円
滑
を
欠
き
、
南

支
地
方
は
動
も
す
れ
ば
危
険
の
虞
が
あ
る
（
（
（

」
か
ら
で
あ
っ
た
。「
之

れ
に
引
換
へ
て
、
北
支
地
方
は
親
日
派
の
黄
郛
氏
局
に
当
り
、
一
切

心
配
な
し
と
の
こ
と
（
（
（

」
で
あ
っ
た
。
本
多
に
と
っ
て
「
北
支
は
支
那

文
明
発
祥
の
地
で
、
東
洋
文
化
の
淵
源
を
訊
ね
る
便
宜
も
此
の
地
に

存
（
（
（

」
し
、
ま
た
「
近
時
邦
人
は
大
い
に
満
洲
国
に
進
出
発
展
す
る
実

状
に
あ
る
か
ら
、
之
れ
を
視
察
す
る
も
亦
無
意
味
な
ら
ず
（
（（
（

」、
な
お

「
朝
鮮
は
我
邦
と
古
く
緊
密
な
る
関
係
交
渉
が
あ
り
、
国
史
の
研
究

に
は
朝
鮮
視
察
の
必
要
な
る
こ
と
（
（（
（

」
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
、
旅
行
先

を
華
北
・
満
州
国
・
朝
鮮
へ
と
変
更
し
た
の
で
あ
っ
た
。
旅
行
に
当

た
っ
て
は
、
外
務
省
文
化
事
業
部
の
後
援
を
受
け
る
予
定
と
な
っ
て

い
た
が
（
（（
（

、
浄
土
真
宗
信
徒
で
も
あ
っ
た
本
多
は
、
大
谷
派
本
願
寺
総

務
総
長
阿
部
恵
水
の
計
ら
い
で
、
現
地
駐
在
の
布
教
師
や
別
院
輪
番

か
ら
の
協
力
も
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
昭
和
八
年
九
月
二
十
二
日
、
本
多
は
家
族
と
と
も
に
明

治
神
宮
に
辞
訣
の
参
拝
を
な
し
、
二
十
四
日
夜
、
夫
人
と
と
も
に
東

京
駅
を
出
発
し
た
。
翌
日
京
都
東
本
願
寺
を
参
拝
後
、
三
ノ
宮
を
経

て
神
戸
港
を
出
帆
し
た
。
二
十
六
日
船
は
門
司
港
に
一
時
停
泊
し
、

華
北
へ
の
輸
出
品
（
台
湾
産
バ
ナ
ナ
、
リ
ン
ゴ
、
石
油
等
）
を
積
載
、

そ
の
後
朝
鮮
海
峡
の
巨
文
島
・
済
州
島
等
を
尻
目
に
黄
海
、
渤
海
を

経
て
、
二
十
九
日
午
後
、
塘
沽
に
入
港
し
た
。
こ
こ
に
、
本
多
は
中

国
の
大
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。

二　

中
国

天
津
―
排
日
感
情
へ
の
配
慮

―

　

塘
沽
に
つ
い
て
本
多
は
、「
明
治
三
十
三
年
北
清
事
変
に
際
し
て

白
石
葭
江
中
尉
の
先
登
徒
歩
し
て
上
陸
し
、
殊
勲
を
奏
し
た
所
（
（（
（

」
と

記
し
て
い
る
。
周
囲
の
殺
風
景
と
埠
頭
に
群
が
る
中
国
人
苦
力
な
ど
、

本
多
に
と
っ
て
上
陸
の
第
一
印
象
は
不
快
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

北
清
事
変
以
来
各
国
の
警
備
地
区
と
な
っ
て
い
る
塘
沽
駅
で
は
「
数

人
の
日
本
兵
士
が
警
備
に
屯
集
し
て
居
る
の
を
見
て
大
い
に
人
意
を

強
う
し
、
始
め
て
愉
快
な
思
ひ
を
し
た
（
（（
（

」。
彼
は
塘
沽
・
天
津
間
の

警
備
担
当
の
フ
ラ
ン
ス
兵
が
同
乗
す
る
列
車
を
利
用
、
同
夜
、
華
北

の
玄
関
、
天
津
に
到
着
し
た
。

　

日
本
租
界
・
日
本
公
園
・
天
津
神
社
な
ど
市
内
を
一
巡
し
た
本
多

は
、
天
津
に
つ
い
て
「
一
体
近
時
は
大
い
に
排
日
抗
日
気
分
も
緩
和

せ
ら
れ
た
が
、
併
し
猶
幾
分
其
の
気
分
が
あ
り
、
又
最
近
民
国
で
関

税
を
引
上
げ
た
の
と
、
銀
価
暴
騰
で
為
替
が
変
動
し
た
の
で
、
密
輸

入
が
夥
し
く
増
加
し
、
正
直
な
商
人
は
頗
る
不
利
な
立
場
に
陥
り
、

洵
に
市
場
は
火
の
消
え
た
様
な
光
景
で
あ
る
と
は
、
既
に
航
海
中
の

噂
に
も
聞
き
、
今
又
其
の
話
に
接
し
た
。
我
等
は
従
前
の
事
を
知
ら

な
い
か
ら
比
較
は
出
来
な
い
が
、
相
応
に
繁
昌
し
、
市
街
も
整
然
と

し
て
善
い
都
会
で
あ
る
（
（（
（

」
と
記
し
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
草
稿
本
に
は
出
版
本
に
な
い
排
日
感
情
に
つ
い
て
の

左
記
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

是
よ
り
先
数
日
、
日
本
兵
士
と
支
那
兵
と
共
に
二
三
十
人
宛
に

て
衝
突
し
、
発
砲
の
末
支
那
兵
一
名
負
傷
せしし

たりし
と
い
ふ
、
事
の

起
り
は
、
日
兵
一
人
数
日
中
に
交
替
し
て
帰
朝
す
べ
き
を
祝
し

て
、
酩
酊
の
余
り
蹣
跚
と
し
て
酒
場
よ
り
帰
途
、
稍
暴
行
を
演

ずじじ
た
の
で、
支
那
巡
警
が
之
れ
を
引
致
し
戒
む
る
所
あ
る
と
、
日
本

兵
之
れ
を
聞
き
、
三
十
名
程
直
に
押
寄
せ
、
引
致
せ
ら
れ
し
兵

士
を
奪
還
すしし

た
、、〻
是スス

ル

ト

に
於
て

スルト





支
那
兵
等
も
馳
せ
集
り
争
闘
し
、
遂

に
発
砲
す
る
に
至
りつつ

た
と
の
事
で
あ
る

し
な
り
と

つたとの







、
事
大
体
に
関
係
な
く
、
殊
に

近
時
北
支
の
政
権
は
親
日
家
黄
郛
氏
の
掌
握
す
る
処
な
れ
ば
、

直
に
円
満
の
解
決
を
告
げ
た
と
雖云云

ふ
がも云
、
猶
一
部
に
は
人
心
何
と

な
く
奚尖尖

り
居
る
と
の
説ここ

と
事
に

こと



で
、
支
那
町
等
に
は
入
ら
ざ
る
を

可
と
す
と
の
事
な
り
、

〻

〻

〻

を
聞
い
た
。

　

確
か
に
出
版
本
も
天
津
の
排
日
感
情
に
触
れ
、「
後
に
聞
い
た
が
、

か
の
岩

（
大
阪
外
国
語
学
校
嘱
託
）

佐
忠
哉
氏
が
支
那
装
を
し
て
支
那
街
に
入
り
込
ん
だ
ら
乗

せ
て
居
る
車
力
が
日
本
人
か
支
那
人
か
と
聞
く
、
虚
言
を
言
つ
て
も

調
べ
れ
ば
判
知
る
か
ら
有
体
に
日
本
人
と
答
へ
る
と
、
巡
警
の
許
に

連
れ
て
行
か
れ
た
。
ソ
ー
す
る
と
、
衣
服
を
脱
せ
し
め
て
身
体
検
査

を
行
つ
た
が
、
別
段
怪
し
い
品
を
も
所
持
し
て
居
な
い
か
ら
、
直
ぐ

許
さ
れ
て
十
分
見
物
し
て
来
た
。
映
画
館
で
ア
メ
リ
カ
製
の
排
日
映

画
を
観
覧
し
た
ら
ば
、
日
本
兵
士
が
上
海
あ
た
り
で
、
支
那
人
を
虐

殺
し
て
居
る
所
を
、
米
人
が
双
眼
鏡
で
遠
方
か
ら
凝
視
し
て
居
る
な

ど
い
ふ
古
い
も
の
で
有
つ
た
が
、
ソ
ン
ナ
物
が
大
衆
に
受
け
る
所
を

見
る
と
矢
張
排
日
気
分
が
あ
る
に
は
相
違
な
い
と
云
ふ
事
で
あ
つ
た
。

夫
を
聞
い
て
支
那
街
に
踏
み
込
ま
な
く
て
善
か
つ
た
と
思
つ
た
（
（（
（

」
と

記
し
て
い
る
。
し
か
し
同
じ
部
分
を
草
稿
本
は
「
後
に
岩
佐
氏
よ
り

聞
く
、
曩
に
日
支
兵
の
闘
争
あ
り
た
る
故
に
や
、
支
那
町
に
於
け
る

排
日
気
分
は
可
な
り
盛
に
し
て
、
同
氏
は
支
那
の
服
装
し
て
支
那
町

に
入
り
た
る
に
、
支
人
な
り
や
日
人
な
り
や
を
誰
何
せ
ら
れ
、
日
人

と
答
ふ
る
や
、
躶身身

体
検
査
てを
を
為
し
、携
帯
品
等
を
検
査
せ
り
と
、
且
映
画

館
に
於
て
猛
烈
な
る
排
日
映
画
を
観
覧
し
来
れ
り
」
と
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
出
版
本
で
は
中
国
の
排
日
感
情
を
必
要
以
上
に
伝
え
ま

い
と
す
る
本
多
の
配
慮
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

翌
三
十
日
、
本
多
は
天
津
本
願
寺
（
明
治
三
十
六
年
八
月
創
建
の
宗

派
不
問
の
在
留
日
本
人
葬
祭
所
）、
天
津
中
日
学
院
（
旧
天
津
同
文
書
院
）

を
相
次
い
で
参
観
。
次
に
日
本
総
領
事
栗
原
正
か
ら
自
動
車
と
案
内

人
の
提
供
を
受
け
、
天
津
競
馬
場
、
東
亜
病
院
、
フ
ラ
ン
ス
宣
教
師

団
経
営
の
商
工
学
校
を
歴
訪
し
た
。

　

天
津
競
馬
場
は
同
地
海
関
税
務
司
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
デ
ト
リ
ン

グ
（Gustaf D

etring

）
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
当
時
、
東
洋
第
一
の

規
模
を
誇
っ
て
い
た
。
デ
ト
リ
ン
グ
は
日
清
戦
争
末
期
、
清
国
政
府

の
意
を
受
け
て
両
国
講
和
の
た
め
訪
日
し
た
も
の
の
、
日
本
政
府
の

拒
絶
に
遭
い
、
退
去
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
天
津
在
留
外
国
人
の
先
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駆
的
存
在
と
し
て
感
謝
さ
れ
、「
徳
大
人
（
（（
（

」
と
も
称
せ
ら
れ
て
い
た
。

本
多
は
「
我
等
は
当
時
来
朝
の
無
謀
な
る
を
嘲
り
、
先
の
見
え
ぬ
毛

唐
人
で
あ
る
と
思
つ
た
が
、
何
ぞ
図
ら
ん
識
見
高
邁
に
し
て
、
度
量

寛
宏
、
加
ふ
る
に
雄
偉
に
し
て
先
見
の
明
あ
り
、
此
の
大
規
模
の
事

業
を
創
始
し
、
後
昆
に
追
慕
せ
ら
る
ゝ
と
聞
い
て
驚
い
た
（
（（
（

」
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
商
工
学
校
に
お
い
て
は
、
世
界
第
一
を
誇
称
す
る
華

北
の
動
植
物
・
発
掘
品
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
驚
嘆
し
て
い
る
。

　

本
多
は
天
津
の
各
国
租
界
巡
視
後
、「
英
仏
租
界
は
遉
が
に
高
楼

軒
を
並
べ
、
西
洋
都
会
の
観
あ
り
、
日
本
租
界
も
街
幅
広
く
、
電
車

通
じ
、
洋
館
も
多
け
れ
ど
も
幾
分
見
劣
り
の
せ
ら
る
ゝ
の
は
遺
憾
で

あ
る
。
猶
一
つ
遺
憾
な
る
は
英
仏
租
界
は
知
ら
ず
、
日
本
租
界
に
於

て
は
大
商
店
は
大
部
分
皆
支
那
人
の
経
営
で
あ
る
。
随
つ
て
財
界
の

権
は
当
然
支
那
人
が
掌
握
し
て
居
て
、
日
本
人
は
中
小
商
店
で
、
売

薬
店
が
最
も
多
い
（
（（
（

」
と
、
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

北
平

　

十
月
一
日
本
多
は
天
津
駅
を
発
し
、
正
午
過
ぎ
北
平
に
到
着
。
当

時
の
北
平
は
天
津
に
比
べ
て
在
留
邦
人
は
少
な
く
、
九
百
人
ほ
ど
で

あ
っ
た
（
（（
（

。
午
後
、
ま
ず
紫
禁
城
の
西
苑
た
る
北
海
公
園
、
つ
い
で
城

外
に
出
で
、
歴
代
皇
帝
が
親
し
く
天
を
祭
っ
た
天
壇
を
見
学
し
た
。

翌
二
日
、
本
多
は
日
本
公
使
館
一
等
書
記
官
中
山
詳
一
ら
に
面
会
、

自
動
車
と
案
内
役
の
供
与
を
受
け
た
。
つ
い
で
対
支
文
化
事
業
部
を

訪
問
し
、
書
庫
内
の
『
宋
拓
法
帖
』『
永
楽
大
典
』
等
の
稀
覯
書
を

一
覧
、
転
じ
て
北
平
第
一
の
高
所
た
る
景
山
を
経
て
紫
禁
城
に
至
り
、

太
和
殿
、
保
和
殿
、
中
和
殿
な
ど
城
内
を
一
巡
し
た
。
な
お
、
大
倉

喜
七
郎
経
営
の
大
倉
洋
行
、
北
平
第
一
の
デ
パ
ー
ト
た
る
東
安
公
司

に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。

　

三
日
に
は
燕
京
大
学
、
西
郊
の
万
寿
山
、
玉
泉
山
、
龍
王
廟
、
白

雲
館
（
道
観
）
を
訪
れ
て
い
る
。
燕
京
大
学
は
北
清
事
変
賠
償
金
還

附
の
結
果
、
英
米
宣
教
師
団
経
営
の
三
大
学
が
合
併
し
て
設
立
さ
れ

た
。
本
多
は
「
何
時
も
学
生
等
は
排
日
抗
日
の
運
動
に
熱
中
す
る
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
目
下
は
鳴
り
を
静
め
て
居
る
。
設
備
は
中
々

完
備
し
て
い
る
や
う
で
あ
る
。
米
人
の
支
那
懐
柔
に
努
め
る
こ
と
は

実
に
至
れ
り
尽
せ
り
で
あ
る
（
（（
（

」
と
記
し
て
い
る
。
つ
い
で
万
寿
山
で

は
元
代
以
降
の
歴
代
王
朝
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
離
宮
等
を
一
巡
、

「
清
朝
末
に
女
傑
西
太
后
が
其
の
華
寿
祝
賀
記
念
と
し
て
、
海
軍
拡

張
費
を
割
い
て
数
寄
を
尽
し
て
修
築
し
た
も
の
で
、
費
す
所
実
に
五

千
万
元
と
い
ふ
（
（（
（

」
こ
と
、
ま
た
「
光
緒
帝
は
此
の
山
の
登
り
口
に
在

る
宮
殿
の
一
室
に
幽
閉
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
李
鴻
章
が
勅
許
を

乞
は
ず
し
て
、
此
の
離
宮
に
入
つ
た
と
い
ふ
の
で
罰
せ
ら
れ
た
と
い

ふ
（
（（
（

」
こ
と
を
聞
き
、「
実
に
今
昔
の
感
に
禁
へ
ぬ
（
（（
（

」
も
の
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
本
多
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
清
戦
役
当
時
清
国
水
師
提
督
丁
汝
昌
定
遠
艦
上
薬
を
仰
い
で

死
せ
ん
と
す
る
に
先
だ
ち
、
歎
じ
て
、
若
し
太
后
に
し
て
万
寿
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山
の
修
復
を
為
さ
ら
ず
ば
今
日
の
辱
め
は
取
ら
ざ
り
し
も
の
を

と
言
つ
た
と
の
事
で
あ
る
。
成
程
初
め
の
計
劃
で
は
軍
艦
だ
け

で
も
定
遠
鎮
遠
級
の
戦
闘
艦
が
六
隻
出
来
る
筈
で
、
そ
れ
に
相

応
し
た
軍
備
拡
張
を
す
る
予
定
で
あ
つ
た
の
が
、
万
寿
山
の
修

理
で
、
海
軍
費
の
大
削
減
を
蒙
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
丁
提
督

は
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
で
あ
ら
う
。
併
し
物
は
見
や
う
で
其
の
後

張
繼
景
氏
は
あ
の
時
悉
皆
海
軍
費
に
投
じ
た
な
ら
ば
、
全
部
日

本
軍
に
撃
滅
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
、
万
寿
山
を
修
理
し
た
の
で

今
に
名
所
と
し
て
残
つ
て
居
る
と
申
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
（
（（
（

。

　

四
日
は
中
秋
節
で
賑
わ
う
中
山
公
園
（
清
朝
時
代
の
社
稷
壇
）
を
一

覧
後
、
紫
禁
城
を
再
訪
、
乾
清
宮
・
坤
寧
宮
を
見
学
、
ま
た
故
宮
博

物
院
（
午
門
）、
雍
和
宮
、
孔
子
廟
、
十
方
普
楽
寺
、
内
城
壁
を
巡

覧
し
た
。
故
宮
博
物
院
で
は
大
部
分
の
展
示
物
が
南
京
に
送
ら
れ
た

も
の
の
、
展
示
場
の
関
係
か
ら
上
海
の
倉
庫
に
収
蔵
さ
れ
、
な
お
か

つ
借
款
の
抵
当
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
管
理
下
に
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
。

　

華
北
を
去
る
に
際
し
て
、
本
多
は
中
国
の
対
日
感
情
に
つ
い
て
、

「
天
津
で
日
支
兵
が
衝
突
し
た
り
、
其
の
支
那
街
で
排
日
映
画
を
興

行
し
た
り
し
て
居
る
か
思
へ
ば
、
又
白
雲
観
に
居
る
番
兵
が
我
々
に

兵
器
を
貸
渡
し
た
り
す
る
。
近
頃
蔣
介
石
は
親
日
抗
日
二
匹
の
馬
を

御
し
て
る
と
い
ふ
が
、
国
民
全
般
が
無
意
識
の
間
に
そ
う
成
つ
て
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
兎
も
角
我
等
日
本
人
と
は
余
程
違
つ
た
所
が

あ
る
。
到
底
其
の
目
付
き
や
顔
色
で
は
内
心
を
読
み
に
く
い
（
（（
（

」
と
し

つ
つ
も
、
必
要
以
上
に
彼
ら
を
嫌
悪
し
な
い
よ
う
に
戒
め
て
い
る
。

ま
た
、
孔
子
廟
や
寺
観
等
の
荒
廃
状
況
か
ら
徳
教
・
宗
教
い
ず
れ
の

衰
頽
も
極
度
に
達
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
三
民
主
義
な

ど
も
容
易
に
一
般
に
理
解
さ
れ
ず
、「
真
に
支
那
国
民
は
舵
を
失
つ

た
船
の
如
く
、
行
く
方
も
知
ら
ぬ
有
様
と
想
は
れ
る
。
併
し
漢
人
と

い
ふ
人
間
は
一
般
は
兎
も
角
時
に
大
偉
人
を
出
す
歴
史
を
持
つ
て
居

る
か
ら
、
何
と
か
支
那
人
に
魂
を
入
れ
る
人
物
が
出
て
来
る
で
あ
ら

う
か
と
思
は
れ
る
（
（（
（

」
と
、
中
国
を
思
想
的
統
一
に
導
く
人
物
の
出
現

を
も
予
測
し
て
い
る
。

三　

満
州
国

大
連
・
旅
順
・
撫
順
・
奉
天

　

十
月
五
日
本
多
は
北
平
駅
を
発
し
た
。
山
海
関
一
帯
が
危
険
な
た

め
、
京
奉
線
は
利
用
せ
ず
、
天
津
・
塘
沽
を
経
由
、
海
路
に
て
翌
日

大
連
に
到
着
し
た
。
七
日
、
本
多
は
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
総
裁

林
博
太
郎
を
表
敬
訪
問
、
つ
い
で
満
鉄
図
書
館
を
巡
覧
、
そ
の
設
備

と
蔵
書
量
に
目
を
見
張
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
満
鉄
初
代
総
裁
後
藤
新

平
の
命
名
に
か
か
る
星
ヶ
浦
の
景
勝
を
満
喫
し
、「
星
ケ
浦
は
実
に

日
本
的
絶
景
で
あ
る
、
此
の
景
勝
は
日
本
に
属
し
て
始
め
て
其
の
所

を
得
た
（
（（
（

」
と
賞
讃
し
て
い
る
が
、
満
鉄
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
も

記
し
て
い
る
。
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南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
は
此
の
地
に
君
臨
す
る
王
者
で
あ
る
。

万
般
の
設
備
は
皆
満
鉄
の
手
に
成
つ
て
居
る
。
金
融
も
教
育
も

工
業
も
商
業
も
総
て
満
鉄
を
離
れ
て
は
成
り
立
た
な
い
。
満
洲

の
満
鉄
か
満
鉄
の
満
洲
か
分
ら
ぬ
状
勢
で
あ
る
。
併
し
此
の
王

国
で
も
張
學
良
政
権
が
隆
々
た
り
し
頃
は
、
日
に
月
に
其
の
勢

威
を
縮
め
ら
れ
て
光
も
薄
ら
ぎ
、
経
営
も
困
難
を
感
ず
る
に
至

り
、
社
員
等
も
皆
何
時
帰
国
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
知
れ
ぬ
と
、
密

に
其
の
準
備
と
言
へ
ば
大
袈
裟
か
も
知
れ
ぬ
が
、
多
少
心
懸
け

て
居
た
も
の
で
有
つ
た
そ
う
な
。

　

今
や
満
洲
国
の
独
立
と
共
に
、
面
目
を
一
新
し
、
大
連
の
繁

栄
は
昔
日
に
倍
加
し
、
王
国
は
洋
々
た
る
前
途
を
擁
し
て
、
最

も
得
意
の
体
で
あ
る
（
（（
（

。

　

八
日
は
旅
順
博
物
館
の
ほ
か
、
東
鶏
冠
山
・
二
百
三
高
地
等
の
日

露
戦
争
の
戦
跡
を
巡
覧
し
て
い
る
。
本
多
の
感
想
に
曰
く
、

　

旅
順
は
関
東
庁
の
所
在
地
で
あ
る
が
、
今
は
所
謂
三
位
一
体

と
や
ら
で
、
関
東
長
官
は
満〔

関
東
〕洲
軍
司
令
官
が
兼
任
し
て
、
新
京

に
駐
在
せ
ら
る
ゝ
か
ら
、
旅
順
は
政
治
軍
事
の
中
枢
か
ら
遠
く

離
れ
て
、
洵
に
静
寂
な
土
地
で
、
気
候
も
温
暖
で
、
食
物
は
魚

類
苹
果
共
に
美
味
で
、
海
水
は
清
く
、
港
口
は
狭
く
殆
ど
庭
前

の
池
の
観
が
あ
る
が
、
夫
で
も
此
処
が
日
清
日
露
の
大
戦
場
で
、

特
に
日
露
役
に
於
て
は
、
海
陸
共
に
我
が
忠
勇
な
る
将
兵
が
勇

奮
国
に
尽
し
た
処
で
、
あ
の
狭
い
港
口
を
閉
塞
せ
ん
が
為
に

廣（
武
夫
）瀬
中
佐
や
杉（
孫
七
）野
曹
長
が
死
ん
だ
も
此
処
、
有（
良
橘
）馬
、
大（
岑
生
）角
両
大

将
等
が
閉
塞
船
を
沈
め
身
を
以
て
遁
れ
た
の
も
此
処
、
又
陸
に

は
二
〇
三
高
地
な
ど
見
た
時
は
、
乃
木
勝
典
・
保
典
氏
を
初
め

戦
死
者
を
思
ひ
出
し
た
り
、
又
水
師
営
の
乃（

希
典
）木
・
ス

(A
natolii M

. Stoessel)

テ
ツ
セ
ル

両
将
軍
会
見
所
に
は
昔
な
が
ら
の
家
屋
棘
樹
な
ど
を
見
て
感
慨

無
量
の
も
の
が
有
つ
た
。
実
に
懐
し
み
の
あ
る
場
所
で
あ
る
（
（（
（

。

　

九
日
、
露
天
掘
り
で
有
名
な
撫
順
炭
坑
を
見
学
、
ま
た
シ
ェ
ー

ル
・
オ
イ
ル
製
造
所
に
お
い
て
従
来
廃
棄
さ
れ
て
い
た
石
炭
外
層
の

頁
岩
か
ら
の
搾
油
工
程
を
見
て
、「
海
軍
省
で
は
戦
艦
運
転
の
用
に

供
す
る
、
国
防
上
最
も
必
要
の
品
な
り
と
喜
ん
で
居
る
。
勿
論
我
が

国
防
に
対
し
て
は
、
全
部
之
に
依
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
大
い
に

助
か
る
こ
と
は
慶
賀
す
べ
き
至
り
で
あ
る
（
（（
（

」
と
喜
ん
で
い
る
。

　

十
日
奉
天
着
。
ま
ず
張
學
良
か
ら
接
収
し
た
関
東
軍
野
戦
兵
器
廠

造
兵
所
を
視
察
、
つ
い
で
関
東
軍
守
備
隊
司
令
部
（
旧
湯
玉
麟
邸
）

に
お
い
て
湯
の
発
掘
に
か
か
る
契
丹
道
宗
皇
帝
碑
を
見
学
し
て
い
る
。

こ
こ
で
本
多
は
満
州
国
博
物
館
建
設
構
想
を
紹
介
し
、
湯
別
邸
を
利

用
し
て
羅
振
玉
蒐
集
・
寄
贈
の
珍
器
、
稀
覯
書
、
記
録
類
を
中
心
に

前
記
の
契
丹
道
宗
皇
帝
碑
、
漢
文
碑
、
巨
鐘
等
の
満
州
国
の
貴
重
品

が
展
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
支
那
時
報
社
長
水
野
梅
暁
、
東
京
帝

国
大
学
名
誉
教
授
服
部
宇
之
吉
、
京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授
内
藤
虎

次
郎
、
濱
田
耕
作
・
羽
田
亨
の
京
都
帝
国
大
学
教
授
、
帝
室
博
物
館

美
術
部
長
溝
口
禎
次
郎
ら
が
そ
の
た
め
に
渡
満
し
て
い
る
と
記
す
。
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ち
な
み
に
、
草
稿
本
で
は
「
完
成
の
上
は
或
は
我
が
帝
室
博
物
館
よ

り
も
充
実
せ
る
物
と
な
る
や
も
知
れ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
日
は
、
匪
賊
の
出
没
す
る
東
陵
の
見
学
を
見
合
わ
せ
、
北
陵
、

ラ
マ
教
寺
院
を
巡
視
し
た
。
翌
日
も
奉
天
に
お
い
て
吉
順
百
貨
店
、

国
立
博
物
館
、
国
立
図
書
館
文
遡
閣
（
旧
張
學
良
邸
）、
満
鉄
図
書
館

を
歴
訪
、
文
遡
閣
に
は
『
四
庫
全
書
』
が
完
備
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と

紹
介
し
て
い
る
。

新
京
・
吉
林

　

十
月
十
一
日
満
洲
国
の
首
都
新
京
着
。
十
二
日
、
日
本
の
総
領
事

館
と
大
使
館
を
表
敬
訪
問
。
大
使
館
二
等
書
記
官
林
出
賢
次
郎
か
ら

は
満
蒙
地
方
の
諸
種
の
有
益
な
談
話
を
聞
い
た
。
本
多
は
翌
十
三
日

ま
で
満
州
国
文
教
部
、
大
谷
派
本
願
寺
別
院
、
長
春
県
立
女
子
中
学

校
、
新
京
特
別
市
第
三
小
学
校
、
郊
外
の
中
国
人
邸
宅
、
執
政
府
代

行
府
中
令
内
務
部
長
寶
煕
（
元
清
朝
皇
族
）
等
を
歴
訪
し
て
い
る
が
、

滞
在
中
最
大
の
出
来
事
は
、
や
は
り
国
務
総
理
鄭
孝
胥
と
の
会
談
で

あ
ろ
う
。
本
多
は
十
二
日
、
水
野
梅
暁
ら
と
と
も
に
約
一
時
間
に
わ

た
っ
て
鄭
に
面
会
し
た
。
学
者
で
も
あ
る
鄭
と
文
芸
学
術
談
議
を
交

わ
し
た
い
と
考
え
て
い
た
本
多
に
対
し
て
、
鄭
は
意
外
に
も
熱
心
に

政
治
談
を
試
み
、
門
外
漢
の
本
多
も
応
答
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ

の
会
話
の
一
端
を
旅
行
記
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

前
政
権
は
種
々
秕
政
も
有
つ
た
中
に
、
紙
幣
を
濫
発
し
て
貨
幣

に
統
制
が
無
く
、
日
々
貨
幣
価
値
が
変
更
し
て
、
何
等
標
準
価

値
が
無
い
為
に
、
士
民
就
中
商
買
等
の
苦
痛
が
甚
大
で
有
つ
た

か
ら
、
満
洲
国
政
府
は
王
道
政
治
の
第
一
着
手
と
し
て
、
貨
幣

の
統
一
を
謀
つ
た
所
、
先
づ
今
日
で
は
其
の
目
的
を
達
し
て
、

大
い
に
人
民
に
悦
ば
れ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で

我
等
は
従
前
は
税
則
な
ど
一
律
せ
ず
、
租
税
行
政
が
紊
れ
て
居

た
と
の
風
評
を
耳
に
し
た
事
が
あ
る
が
、
其
の
方
は
如
何
な
る

様
子
か
と
尋
ね
た
ら
、
如
何
に
も
租
税
の
方
も
統
一
を
欠
い
て

居
た
嫌
が
有
つ
た
が
、
此
の
方
は
中
々
一
時
に
統
一
す
る
運
び

に
は
行
か
な
い
で
、
国
民
も
最
も
苦
痛
と
す
る
所
の
塩
税
の
整

理
を
第
一
に
着
手
し
て
居
る
、
此
の
方
は
モ
ー
成
功
す
る
こ

と
ゝ
、
信
じ
て
居
る
。
問
ふ
、
民
族
の
融
和
は
困
難
な
る
も
の

と
思
は
れ
る
、
満
洲
国
は
種
々
の
民
族
の
雑
居
で
あ
る
か
ら
、

定
め
て
種
々
の
困
難
も
有
ら
う
。
先
づ
第
一
に
官
吏
が
満
日
漢

等
の
民
族
雑
糅
で
、
統
御
に
困
難
は
無
い
か
。
答
ふ
、
宇（

勝
夫
）

佐
美

総
務
庁
顧
問
、
遠（

柳
作
）藤
総
務
庁
長
、
田（
治
通
）邊
総〔
参
議
〕長
三
巨
頭
が
心
を
協

せ
て
、
万
事
の
締
括
り
を
し
て
呉
れ
る
か
ら
、
大
い
に
安
心
し

て
可
な
り
と
の
事
で
有
つ
た
（
（（
（

。

　

さ
ら
に
鄭
は
「
我
々
が
標
榜
し
実
行
し
て
居
る
所
の
王
道
政
治
は
、

全
く
信
教
自
由
で
、
一
宗
一
派
に
後
援
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
併

し
王
道
政
治
は
宗
教
を
軽
視
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
大
い
に
必
要
と

感
じ
て
居
る
、
夫
故
在
来
の
宗
教
も
成
る
べ
く
繁
栄
す
る
こ
と
を
希
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望
す
る
し
、
又
日
本
あ
た
り
か
ら
新
来
の
宗
教
も
大
い
に
発
展
し
て
、

宗
教
家
か
ら
王
道
政
治
に
助
力
し
て
貰
つ
て
、
相
互
扶
助
の
出
来
る

こ
と
を
切
望
す
る
（
（（
（

」
と
述
べ
た
。
本
多
は
、
こ
の
旅
行
で
謁
見
し
な

か
っ
た
執
政
溥
儀
も
、
宗
教
的
信
仰
を
王
道
国
家
の
基
礎
と
す
べ
き

は
康
煕
帝
の
遺
詔
と
表
明
し
て
い
る
と
旅
行
記
に
記
し
、「
こ
の
祖

訓
を
遵
守
し
、
其
の
軫
衷
が
施
政
の
上
に
顕
現
す
る
な
ら
ば
、
王
道

政
治
は
真
に
実
現
し
て
、
満
洲
帝
国
の
前
途
は
洋
々
と
し
て
、
万
々

歳
を
祝
福
す
べ
き
で
あ
る
（
（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
旅
行

記
の
中
で
日
本
の
各
宗
教
の
積
極
的
進
出
が
宗
教
の
た
め
、
日
満
両

国
の
た
め
、
東
洋
並
び
に
世
界
平
和
の
た
め
必
要
と
説
き
、
真
の
意

味
の
日
満
親
善
実
現
の
た
め
、
宗
教
に
よ
る
相
互
の
融
合
を
訴
え
た
。

　

そ
の
後
本
多
は
、
監
察
院
長
羅
振
玉
、
中
央
銀
行
総
裁
榮
貢
、
文

教
部
次
長
協
和
会
理
事
許
汝
棻
と
会
談
し
た
。
羅
と
本
多
の
話
題
は
、

前
月
に
完
成
、
昭
和
天
皇
に
奉
呈
さ
れ
た
『
明
治
天
皇
紀
』
に
及
ん

だ
。　

羅
氏
、
聞
け
ば
先
生
は
明
治
大
帝
御
紀
編
修
に
従
事
し
て
居

ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
最
早
完
成
し
た
か
、
其
の
体

裁
は
如
何
な
る
も
の
か
。

　

余
、
即
ち
既
に
完
成
し
て
九
月
三
十
日
に
総

（
金
子
堅
太
郎
）
裁
よ
り
陛
下
の

御
手
許
に
奉
呈
し
た
る
こ
と
、
及
び
御
紀
の
体
裁
は
大
体
に
於

て
編
年
体
で
あ
る
が
、
間
々
記
事
本
末
体
を
交
へ
た
所
も
あ
る
。

其
の
体
裁
は
期
せ
ず
し
て
朝
鮮
の
李
朝
実
録
に
稍
似
た
る
所
が

あ
る
と
答
へ
、
そ
し
て
文
体
は
仮
名
交
り
文
で
は
あ
る
が
、
漢

文
直
訳
体
を
用
ゐ
ら
れ
た
と
付
け
加
へ
た
（
（（
（

。

　
『
明
治
天
皇
紀
』
に
つ
い
て
は
鄭
と
の
会
談
で
も
話
題
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
こ
の
日
の
鄭
の
日
記
に
は
「
文
学
博
士
本
多
辰
次
郎

及
其
夫
人
来
访
、
水
野
为
译
员
…
本
多
修
《
明
治
实
录
》
初
成
（
（（
（

」
と

あ
る
。

　

本
多
は
鄭
と
羅
を
「
寛
大
の
長
者
に
し
て
満
洲
国
の
柱
石
た
る
は

両
者
共
に
一
な
り
と
感
じ
た
（
（（
（

」
と
評
し
、
草
稿
本
で
も
鄭
に
つ
い
て

「
此
の
人
な
ら
ば
満
洲
国
の
発
展
を
託
し
得
べ
し
」
と
賞
讃
し
て
い

る
。

　

十
四
日
、
本
多
は
当
時
の
日
本
人
か
ら
「
満
洲
の
京
都
（
（（
（

」
と
呼
ば

れ
る
吉
林
に
赴
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
宗
教
施
設
が
混
在
す
る
吉
林
で
は

臨
済
宗
の
北
山
寺
（
薬
王
廟
）
の
み
を
参
詣
し
、
再
び
新
京
・
奉
天

経
由
に
て
安
東
へ
と
南
下
し
た
。
彼
は
華
北
南
満
の
旅
行
を
終
え
る

に
当
た
り
、「
新
京
に
心
残
り
な
の
は
余
り
押
強
く
執
政
に
面
謁
を

求
め
る
も
如
何
と
差
控
へ
て
置
い
た
が
、
之
は
失
敗
で
却
つ
て
謁
見

し
て
、
建
国
の
賀
詞
を
陳
べ
る
の
が
宜
ろ
し
か
つ
た
と
い
ふ
（
（（
（

」
と
記

し
、
さ
ら
に
国
都
建
設
に
邁
進
中
の
新
京
の
発
展
が
目
覚
ま
し
い
こ

と
に
驚
嘆
し
て
い
る
。

四　

朝
鮮
よ
り
帰
朝
ま
で

　

十
月
十
五
日
平
壌
に
到
着
し
た
本
多
は
、
正
門
に
当
た
る
大
同
門
、
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朝
鮮
出
兵
の
講
和
談
判
地
の
練
光
亭
、
日
清
戦
争
の
戦
跡
牡
丹
台
付

近
、
箕
子
陵
を
相
次
い
で
訪
れ
た
。
翌
十
六
日
は
京
都
帝
国
大
学
教

授
和
辻
哲
郎
と
と
も
に
平
壌
博
物
館
を
観
覧
、
つ
い
で
楽
浪
に
お
け

る
京
都
帝
国
大
学
助
教
授
梅
原
末
次
の
古
墳
発
掘
調
査
を
見
学
後
、

夜
半
京
城
に
到
着
し
た
。
京
城
に
は
十
八
日
ま
で
滞
在
し
、
そ
の
間
、

京
城
博
物
館
、
徳
寿
宮
、
朝
鮮
神
社
、
大
韓
国
阿
弥
陀
本
願
寺
、
東

本
願
寺
別
院
、
春
畝
山
博
文
寺
、
高
野
山
別
院
、
景
福
宮
李
王
職
雅

楽
師
長
咸
和
鎭
、
景
福
宮
禁
苑
、
経
学
院
、
明
倫
学
院
を
歴
訪
し
て

い
る
。

　

十
九
日
本
多
は
京
城
を
発
し
、
翌
日
金
剛
着
。
以
後
、
二
十
三
日

京
城
に
戻
る
ま
で
内
外
金
剛
の
景
勝
地
を
巡
覧
し
た
。
二
十
四
日
、

京
城
の
元
朝
鮮
独
立
運
動
家
申
錫
雨
の
邸
宅
等
を
訪
問
後
、
同
地
を

発
し
、
翌
二
十
五
日
慶
州
に
到
着
。
慶
州
博
物
館
（
朝
鮮
総
督
府
博

物
館
慶
州
分
館
）
に
展
示
中
の
土
器
を
見
て
、「
従
来
信
じ
て
居
る
通

り
、
任
那
・
新
羅
は
我
国
と
同
じ
く
倭
人
が
住
し
て
居
た
に
相
違
な

い
と
一
層
確
信
す
る
に
至
つ
た
（
（（
（

」。
つ
い
で
仏
国
寺
、
石
窟
庵
の
大

石
仏
、
新
羅
太
宗
武
烈
王
陵
、
蔚
山
籠
城
跡
を
歴
訪
、
同
日
中
に
釜

山
に
赴
き
、
関
釜
連
絡
船
の
人
と
な
っ
た
。

　

二
十
六
日
下
関
に
上
陸
し
た
本
多
は
安
徳
天
皇
阿
弥
陀
寺
陵
、
春

帆
楼
、
李
鴻
章
遭
難
地
を
経
て
同
地
を
出
発
し
、
翌
二
十
七
日
京
都

東
本
願
寺
に
赴
き
法
主
・
総
長
以
下
に
帰
朝
報
告
を
行
い
、
高
尾
・

槇
尾
・
栂
尾
、
神
護
寺
、
大
覚
寺
を
巡
覧
し
た
。
か
く
し
て
同
夜
京

都
を
発
し
、
翌
二
十
八
日
帰
京
し
た
。

お
わ
り
に

―
満
州
国
へ
の
期
待

―

　

本
多
は
こ
の
旅
行
記
の
巻
末
に
感
想
を
認
め
て
い
る
。
第
一
に
本

多
の
心
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
「
国
家
興
亡
の
因
（
（（
（

」
で
あ
っ
た
。
と
り

わ
け
君
主
国
で
は
、「
宮
中
府
中
の
関
係
（
（（
（

」
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

記
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
幾
多
の
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
よ
う

に
、
両
者
一
体
に
よ
る
意
思
疎
通
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
極
端

に
な
る
と
独
裁
専
制
に
陥
る
た
め
、
両
者
の
均
衡
が
必
要
な
の
で

あ
っ
た
。
紫
禁
城
は
宮
殿
の
み
独
立
し
た
も
の
に
し
て
、
近
く
に
は

府
中
と
い
う
べ
き
総
理
衙
門
や
そ
の
他
の
官
府
は
何
一
つ
な
く
、
政

治
の
実
権
は
城
内
深
宮
に
静
居
し
て
お
り
、
こ
れ
が
清
朝
滅
亡
を
招

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
多
は
「
易
姓
革
命
を
以
て
国
体
と
す
る

悲
劇
の
跡
を
追
憶
回
想
し
て
、
暗
涙
を
催
さ
ゞ
る
を
得
ざ
る
次
第
で

あ
る
。
之
れ
に
反
し
て
我
等
何
の
宿
因
有
つ
て
か
、
万
世
一
系
の
国

体
を
厳
守
し
て
、
天
壌
と
与
に
無
窮
な
る
大
日
本
帝
国
に
生
を
受
け

た
る
、
至
幸
至
福
に
想
到
し
て
、
私
か
に
又
大
に
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。

併
し
又
唯
喜
ん
だ
ば
か
り
で
は
足
ら
な
い
、
此
の
国
体
を
擁
護
し
、

長
へ
に
光
輝
あ
ら
し
む
る
こ
と
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、
つ
く

〴
〵
感
ぜ
さ
せ
ら
れ
、
心
に
誓
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
夫
に
就
い
て
も
、

宮
中
府
中
の
関
係
を
、
明
治
天
皇
が
適
切
に
御
定
め
下
さ
れ
た
立
憲

政
体
の
樹
立
を
深
く
喜
ぶ
次
第
で
あ
る
（
（（
（

」
と
記
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
記
述
は
、
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
の
民
族
と
宗
教
の
特
長
比

較
等
か
ら
日
本
と
そ
の
宗
教
の
進
出
状
況
に
及
ぶ
。
中
国
政
府
の
南

京
遷
都
、
日
中
関
係
の
悪
化
、
銀
貨
高
騰
、
関
税
引
き
上
げ
等
に

よ
っ
て
日
本
人
の
華
北
発
展
は
停
頓
・
衰
微
の
状
態
に
あ
る
が
、
そ

の
分
、
満
州
に
幾
数
倍
も
発
展
し
、
日
露
戦
争
後
三
十
年
間
、
張
作

霖
を
は
じ
め
中
国
人
が
持
て
余
し
て
き
た
満
州
は
、
日
本
の
勢
力
が

十
分
に
及
ぶ
と
、
時
を
経
ず
し
て
面
目
を
一
新
し
、
独
立
国
家
を
建

設
し
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、「
一
度
び
日
本
人
の
手
に
か
ゝ
る
と
万

事
が
浄
化
せ
ら
れ
る
（
（（
（

」
と
彼
は
断
言
し
て
い
る
。

　

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
旅
行
時
点
の
昭
和
八
年
、
日
本
の
一

部
に
な
お
燻
っ
て
い
た
満
州
併
合
論
に
つ
い
て
は
、
本
多
は
草
稿
本

に
お
い
て
大
義
名
分
と
利
害
の
両
面
か
ら
誡
め
ね
ば
な
ら
な
い
「
謬

見
」
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
従
来
満
洲
に
君
臨
せ
し

張
作
霖
父
子
は
漫
り
に
搾
取
し
、
不
換
紙
幣
を
発
行
し
て
、
私
利
の

み
謀
り
、
湯
玉
麟
に
至
つ
て
は
其
の
所
行
一
層
下
劣
に
し
て
、
或
は

阿
片
製
造
に
熱
中
し
て
、
商
利
を
貪
しりり

、
■
名
園
寺
観
を
破
毀
し
、

穿（
搾
カ
）
取
は
益
甚
し
く
、
民
害
を
為
し
、
民
怨
を
招
け
る
を
以
て
、
国

民
彼
等
を
追
慕
す
る
者
無
く
、
現
時
の
王
道
政
治
を
歓
喜
し
、
速
か

に
旧
来
の
悪
政
の
改
善
を
希
望
し
居
れ
ど
も
、
一
旦
他
国
に
併
合
と

な
れ
ば
面
子
と
し
て
、
彼
等
は
従
順
な
る
能
は
ざ
る
者
蔟
出
す
べ
し
、

然
る
時
は
義
名
彼
に
在
り
、
統
御
の
難
き
知
る
べ
き
の
み
」
と
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
多
は
天
津
在
留
日
本
人
か
ら
満
州
国
の
前
途
に
対
す
る
非
常
な

悲
観
論
を
聞
く
や
、「
総
じ
て
在
満
日
本
人
な
ど
に
も
悲
観
論
多
き

は
、
是
即
ち
我
苗
の
碩
な
る
を
知
る
者
な
し
と
の
理
由
だ
ら
う
か
（
（（
（

」

と
慨
嘆
し
た
も
の
の
、
満
州
国
視
察
の
結
果
、
か
ね
て
の
持
論
に
確

信
を
抱
く
に
至
り
、
満
州
移
民
に
つ
い
て
も
悲
観
に
及
ば
ず
、
増
殖

す
る
人
口
の
移
植
策
と
し
て
必
要
と
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
最

後
に
本
多
は
古
代
か
ら
満
州
国
の
帝
制
成
立
に
至
る
同
地
の
歴
史
を

略
述
し
た
後
、
左
記
の
和
歌
を
以
て
こ
の
旅
行
記
の
筆
を
置
い
て
い

る
。
当
時
の
多
く
の
日
本
人
の
心
情
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

満
洲
を
如
何
な
る
国
と
人
問
は
ゞ
雲
に
か
く
る
ゝ
朝
日
と
答
へ

ん
（
（（
（

注（1
）　

山
本
有
造
編
『「
満
洲
国
」
の
研
究
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
、
平
成
五
年
）、
塚
瀬
進
『
満
洲
国
「
民
族
協
和
」
の
実
像
』

（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
二
年
）
等
を
参
照
。

（
2
）　

例
え
ば
、
松
浦
正
孝
「
一
国
史
・
二
国
間
関
係
史
か
ら
ア
ジ
ア
広

域
史
へ
」（『
国
際
政
治
』
第
一
四
六
号
、
平
成
十
八
年
所
収
）
等

が
あ
る
。

（
3
）　

本
多
文
之
編
輯
・
発
行
『
か
た
み
の
花
』、
昭
和
十
五
年
、
七
六

～
七
八
頁
。
本
多
に
つ
い
て
は
伝
記
等
の
研
究
は
な
く
、
堀
口
修

「『
明
治
天
皇
紀
』
編
修
と
近
現
代
の
歴
史
学
」（『
明
治
聖
徳
記
念

学
会
紀
要
』
復
刊
第
四
十
三
号
、
平
成
十
八
年
十
一
月
、
所
収
）

が
わ
ず
か
に
そ
の
経
歴
を
触
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
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（
4
）　

そ
の
他
、
本
多
の
主
な
著
作
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
①
『
新

編
東
洋
史
要
』（
野
村
浩
一
と
共
編
、
石
田
忠
兵
衛
発
行
、
明
治

三
十
四
年
）、
②
『
帝
国
史
要　

中
等
教
育
』（
野
村
浩
一
と
共
編
、

成
美
堂
、
明
治
三
十
五
年
）、
③
『
近
世
高
僧
逸
伝
』（
森
江
書
店
、

明
治
三
十
九
年
）、
④
『
大
日
本
時
代
史　

第
十
巻　

維
新
史
』

（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
明
治
四
十
一
年
）、
⑤
「
高
山
彦
九
郎
と

勤
王
論
」（
日
本
歴
史
地
理
学
会
編
『
新
田
氏
郷
土
史
論
』、
仁
友

社
、
大
正
四
年
）、
⑥
『
照
国
公
御
母
堂
賢
章
院
夫
人
遺
芳
録
』

（
猪
谷
宗
五
郎
と
共
編
、
東
京
出
版
社
、
大
正
七
年
）、
⑦
『
真
宗

開
祖
親
鸞
聖
人
』（
国
史
講
習
会
、
大
正
十
二
年
）、
⑨
「
勤
王
思

想
の
変
遷
」（
林
博
太
郎
編
『
新
し
き
愛
国
論
』、
愛
国
社
、
大
正

十
三
年
）、
⑩
「
大
正
天
皇
を
偲
び
ま
つ
り
て
」（
東
京
市
編
『
大

正
天
皇
奉
悼
講
演
集
』、
東
京
市
教
育
局
、
昭
和
二
年
）、
⑪
『
勤

王
思
想
の
発
達
』（
日
本
学
術
普
及
会
、
昭
和
三
年
）、
⑫
『
大
日

本
史
講
座　

第
十
六
巻　

日
本
思
想
史
』（
雄
山
閣
、
昭
和
四
年
）、

⑬
「
明
治
天
皇
御
事
蹟
の
一
斑
」（『
公
余
会
講
演
集
』
第
一
輯
、

昭
和
七
年
）、
⑭
「
皇
室
と
仏
教
」（
東
方
書
院
編
集
・
発
行
『
日

本
宗
教
講
座
』
二
、
昭
和
八
年
）、
⑮
『
類
聚
伝
記
大
日
本
史　

第
二
巻　

将
軍
執
政
篇
』（
雄
山
閣
編
集
・
出
版
、
昭
和
九
年
）、

⑯
「
三
種
の
神
器
」（
東
方
書
院
編
集
・
発
行
『
日
本
宗
教
講
座
』

三
、
昭
和
九
年
）、
⑰
「
維
新
前
後
の
宮
中
」（
明
治
会
講
座
部
編

『
日
本
国
体
新
講
座
』
第
一
期
第
五
号
、
師
子
王
文
庫
、
昭
和
十

年
）、
⑱
「
御
陵
墓
に
就
い
て
」（
文
明
協
会
編
集
・
発
行
『
国
史

回
顧
叢
書
』
第
一
冊
、
昭
和
十
一
年
）、
⑲
『
真
宗
の
研
究
』（
雄

山
閣
、
昭
和
十
一
年
）、
⑳
『
大
日
本
国
民
史　

第
四
巻　

幕
府

新
興
時
代
』（
太
陽
閣
、
昭
和
十
二
年
）。

（
5
）　

本
多
辰
次
郎
『
北
支
満
鮮
旅
行
記
』、
日
満
仏
教
協
会
本
部
、
昭

和
十
一
年
（
以
下
、
本
書
引
用
の
際
は
頁
数
の
み
記
す
）。
な
お
、

本
書
以
外
の
日
満
仏
教
協
会
本
部
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
大

谷
瑩
潤
『
仏
教
の
国
際
化
と
満
洲
仏
教
政
策
』、
大
村
桂
巖
『
満

洲
国
の
宗
教
教
育
』、
都
甲
文
雄
『
満
洲
宗
教
の
概
観
』、
濱
田
本

悠
『
満
洲
国
宗
教
視
察
記
』
が
あ
る
。

（
6
）　

京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
『
本
多
辰
次
郎
文
書
・
乙
』、
一
七
六
。

な
お
、『
本
多
文
書
』
は
全
三
二
九
点
。
本
多
が
、『
明
治
天
皇
紀
』

『
皇
統
譜
』
等
の
編
修
に
携
わ
る
中
で
執
筆
し
た
原
稿
や
メ
モ
、

収
集
資
料
、
山
陵
に
関
す
る
書
留
・
資
料
、
編
集
・
編
纂
に
関
わ

る
議
事
・
規
程
類
の
ほ
か
、
彼
の
著
作
の
原
稿
・
草
稿
な
ど
が
あ

る
。

（
7
）　

二
頁
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
草
稿
本
に
は
「
時
は
所
謂
非
常
時
な

り
、
日
支
の
間
国
交
円
滑
を
欠
き
、
南
支
地
方
は
日
本
人
に
対
し

て
敵
愾
心
を
持
し
、
動
も
す
れ
ば
、
難椿椿

事
を
惹
起
す
る
虞
あ
り
、

さ
な
く
も
希
望
の
図
書
館
・
学
校
、
或
は
寺
観
・
等〻
名
勝
・
古
跡

等
の
観
光
視
察
を
許
さ
れ
ぬ
事
も
あ
る
べ
し
、
又
彼
国
民
に
猜
疑

の
眼
を
以
て
睥
睨
せ
ら
れ
て
不
快
を
感
ず
る
場
合
な
き
を
保
せ
ず

と
の
説
が
あ
り
」
云
々
と
あ
る
。

（
8
）　

二
頁
。

（
9
）　

二
頁
。

（
10
）　

二
頁
。
草
稿
本
は
こ
の
部
分
を
「
新
興
満
洲
国
に
至
つ
て
は
、
其

の
地
は
古
の
扶
余
・
高
麗
・
渤
海
等
に
し
て
、
頗
る
国
史
に
関
係

深
く
、
且
其
の
人国国

民
は
漢
人
多
し
と
雖
も
、
満
人
に
至
つ
て
は
近

来
の
研
究
に
徴
せ
ば
、
我
が
北
鮮
の
民
族
と
同
一
種
な
る
を
信
ぜ

し
む
る
に
足
り
、
今
や
我
が
民
族
の
活
躍
地
に
し
て
、
帝
国
の
生

命
線
た
り
、
之
れ
を
視
察
す
る
豈
一
毫
の
益
な
し
と
言
は
ん
や
」

と
記
す
。
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（
11
）　

二
頁
。

（
12
）　

二
頁
。
草
稿
本
は
こ
の
部
分
を
「
文
部
・
外
務
両
省
にの
の於
て

の

〻

対
支

文
化
事
業
に
於
て
後
援
を
約
せ
ら
る
ゝ
な
り
、
是

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

与
へ
ら
る
ゝ
あ

る
を
以
て
、
忽
ち
北
支
・
満
・
鮮
の
旅
行
を
決
意
し
」
と
記
す
。

（
13
）　

九
頁
。

（
14
）　

九
頁
。

（
15
）　

一
〇
～
一
一
頁
。

（
16
）　

一
五
～
一
六
頁
。

（
17
）　

一
三
頁
。
な
お
、
デ
ト
リ
ン
グ
の
訪
日
に
つ
い
て
は
、
陸
奥
宗
光

著
／
中
塚
明
校
注
『
新
訂
蹇
蹇
録
』、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
八
年
、

二
〇
二
～
二
〇
五
頁
を
参
照
。

（
18
）　

一
三
頁
。

（
19
）　

一
四
頁
。
草
稿
本
は
こ
の
部
分
を
「
日
本
租
界
内
と
雖
も
、
大
商

店
は
皆
支
那
人
の
経
営
にでで

有
て
商
権
全
く
彼
等
の
手
に
在
り
と
い

ふ
」
と
記
す
。

（
20
）　

一
八
頁
。
草
稿
本
に
は
「
曩
時
は
在
留
日
本
人
は
幾
千
と
あ
り
し

も
、
今
や
激
減
し
て
日
本
人
九
百
人
、
日
本
籍
の
朝
鮮
人
三
百
人

許
の
み
」
と
あ
る
。

（
21
）　

二
五
頁
。
草
稿
本
は
同
大
学
に
つ
い
て
「
常
に
排
日
運
動
の
源
泉

な
り
と
い
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。

（
22
）　

二
五
頁
。

（
23
）　

二
六
頁
。
草
稿
本
に
は
「
皇
帝
は
晩
年
康
有
為
事
件
後
、
此
の
離

宮
内
に
幽
囚
の
身
と
な
り
、
憂
き
年
月
を
送
ら
れ
し
は
、
其
の
室

の
前
に
立
つ
て
一
攔
の
涙
な
き
能
は
ざずず
で
ある
な
り

〻

〻

」
と
あ
る
。

（
24
）　

二
六
頁
。

（
25
）　

二
六
～
二
七
頁
。

（
26
）　

三
四
頁
。

（
27
）　

三
五
頁
。

（
28
）　

四
一
頁
。

（
29
）　

四
○
頁
。

（
30
）　

四
三
頁
。

（
31
）　

四
四
頁
。

（
32
）　

五
一
～
五
二
頁
。
草
稿
本
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
鄭
が
租
税
不

統
一
は
「
大
問
題
に
て
一
朝
一
夕
に
統
一
改
善
を
為
す
能
は
ず
、

租
税
中
最
も
弊
害
あ
る
は
塩
税
な
る
を
以
て
、
第
一
之
れ
を
改
善

し
た
る
も
他
は
漸
を
以
て
改
め
ん
」
と
説
明
し
た
こ
と
、
ま
た
人

種
の
融
和
統
一
に
つ
い
て
は
「
目
下
の
処
一
同
協
力
し
て
、
国
家

の
為
に
精
進
す
る
を
以
て
、
不
統
一
の
事
実
を
見
ず
、
且
宇
佐

美
・
田
邊
・
遠
藤
の
三
総（
マ
マ
）長
能
く
万
事
の
締
め
括
を
し
て
呉
れ
る

か
ら
大
に
安
心
な
り
」
と
述
べ
た
こ
と
を
記
す
。

（
33
）　

八
二
頁
。

（
34
）　

八
三
頁
。

（
35
）　

五
三
頁
。
な
お
康
徳
四
年
（
一
九
三
七
）、
満
州
国
国
務
院
も
『
大

清
歴
朝
実
録
』
全
一
二
二
〇
冊
を
発
行
し
た
。
宮
内
庁
書
陵
部

（
函
架
番
号
278
―
1
）
は
そ
の
オ
フ
セ
ッ
ト
版
を
所
蔵
し
て
い
る
。

（
36
）　

中
国
历
史
博
物
馆
编
『
郑
孝
胥
日
记
』
第
五
册
、
中
华
书
局
、
一

九
九
三
年
、
二
四
八
八
頁
。

（
37
）　

五
三
頁
。
な
お
、
七
五
頁
も
参
照
。

（
38
）　

五
七
頁
。

（
39
）　

五
八
頁
。

（
40
）　

六
七
～
六
八
頁
。

（
41
）　

六
九
頁
。

（
42
）　

六
九
頁
。

（
43
）　

七
一
頁
。
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（高橋）413

（
44
）　

七
三
頁
。

（
45
）　

一
三
頁
。

（
46
）　

九
二
頁
。

〔
付
記
〕　
『
本
多
辰
次
郎
文
書
』
の
複
写
並
び
に
翻
刻
・
掲
載
に
つ
い
て
は
、

御
遺
族
の
濱
田
親
子
氏
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
歴
史
資
料
課
辻
真
澄

氏
）
の
許
諾
を
得
た
。
末
筆
な
が
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
主
任
研
究
官
）




